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■ 農作物の生育状況と今後の対策等(10 月) 

 
令 和 ８ 年 1 0 月 1 5 日 

青森県三八農林水産事務所  

農 業 普 及 振 興 室 

 

Ⅰ 土地利用型作物 

１ 水稲 

（１）刈取り進ちょく状況 

管内の稲刈りは、刈取り始め（５％）が９月 20 日で平年並、刈取り最盛

期（50％）は 10 月３日で平年より１日遅く、刈取り終わり（95％）は平年

並の 10 月 15 日頃になると思われる。    

（２）今後の対策等 

稲わらは焼却せず、堆肥化やすき込みなど有効利用に努める。 

稲わらをすき込む場合は、田植え後、「ガスわき」の発生による生育不良

が多くみられることから、秋のすき込みを基本とし、稲刈り後なるべく早い

時期に耕起深５～７㎝程度の浅起こしで実施する。 

 

 

２ 大豆 

（１）生育の状況 

10 月中旬から成熟期を迎え、コンバインによる収穫適期になると推定さ

れる。 

（２）今後の対策等 

汚粒発生を防止するため、大型雑草や青立株の抜き取りを行い、適期に収

穫する。 

 

３ 小麦 

（１）生育の状況 

10 月７日からは種作業が行われている。 

 

Ⅱ 野菜 

１ ながいも 

（１）生育の状況 

   ア 生育観測ほ 

10 月９日現在、いも長、いも重、いも径は平年をやや下回っている。 

病害虫は、葉渋病、ナガイモコガの食害がみられる。 

イ 一般ほ場 

病害は葉渋病、炭そ病が発生しており、一部のほ場では下葉が枯れている

ところが見られる。虫害はナガイモコガの食害が見られる。 
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表１ ながいも生育観測ほの生育状況（10 月９日現在） 

※庄司系２年子・120～150ｇ ガンク切除 

※平年：平成 28～令和７年の平均値 

 

（２）今後の対策等 

通路に落ちたむかごの処理等、収穫に向けた準備を計画的に行う。 

アクが発生しないように早掘りを行わない。 

 

２ にんにく 

（１）作業進捗 

 植付け作業の始まり（５％）は、平年より４日早い９月 24 日で、最盛期

（50％）は、ほぼ平年並の 10 月６日となった。降雨が少なく、作業も順調

に進んだとみられる。 

植付け作業の終わり（95％）は、ほぼ平年並の 10 月 18 日頃と見込まれる。 

（２）今後の対策等 

植付けが遅れている場合は、ほ場の条件を確認しながら、出来るだけ早く

植付けする。 

 

３ トマト 

（１）生育の状況 

ア 生育観測ほ 

気温が低下してきたことに加え、すすかび病が拡がっている影響で収

穫量は少なく経過している。すすかび病以外では、灰色かび病の発生が

みられるほか、タバコガ類、トマトキバガの発生が散見される。 

イ 一般ほ場 

少照や低温の影響で小玉傾向と着色遅れの状況のため、出荷量は少な

く経過している。病害虫は、灰色かび病、すすかび病・葉かび病、タバコ

ガ類、トマトキバガ、コナジラミ類の発生がみられる。 

（２）今後の対策等 

裂果を防ぐため、夜間はハウスを閉めて保温し、日中は適宜開放して湿度

を下げる。また、葉かきも行う。 

病害虫の発生状況に合わせて、適切に防除する。 

始め 期 揃い

(月日) (月日) (月日) (月日) (％) (cm) (g) (mm) (cm) (g) (mm)

5/8 ガンク欠 6/15 6/18 6/20 0 7/15 75.3 978 58.4 89.0 1,247 54.9 少

遅１日 遅7日 遅7日 遅7日 遅7日 90% 93% 101% 94% 95% 94%

5/7 ガンク欠 6/8 6/11 6/13 0 7/8 83.5 1,046 58.0 94.8 1,310 58.2

5/14 ガンク欠 6/18 6/20 6/23 0 7/10 92.3 1,321 60.0 103.3 1,696 59.1 少

平　年

前　年

本　年

(平年比)

年　度
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植付
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４ いちご  

（１）生育の状況  

ア とちおとめ 

  定植期は８月 26 日で、平年より１日遅かった。 

  草高、葉柄長は平年をやや下回っているが、ほぼ全株で開花が認められ

た。 

  病害虫は特にみられない。 

 

イ よつぼし 

定植期は９月 16 日で、平年より１日早かった。 

  草高は平年を下回り、葉柄長は平年をやや下回っている。 

  害虫はコナジラミ類の発生が認められた。 
 

表２ いちご生育観測ほの生育状況（10 月９日現在）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の対策等  

適正な温度管理に努める。  

炭疽病、うどんこ病、ハダニ類、コナジラミ類等の防除を徹底する。  

 

品種名 年度 定植期
草高
(cm)

葉柄長
(cm)

小葉長
(cm)

小葉幅
(cm)

ｸﾗｳﾝ径
(mm)

本年 8月26日 19.5 12.1 11.2 9.8 14.4

(平年比)（１日遅い） (96%) (95%) (100%) (109%) (92%)

平年 8月25日 20.4 12.8 11.2 9.0 15.7

前年 8月26日 23.2 14.5 11.6 9.6 19.3

本年 9月18日 13.1 9.2 7.0 5.3 12.9

(平年比)（１日遅い） (94%) (97%) (84%) (80%) (101%)

平年 9月17日 14.0 9.5 8.3 6.6 12.8

前年 9月16日 12.7 9.8 8.6 6.8 12.9

とちおとめ

よつぼし

注）平年　「とちおとめ」：平成28年～令和７年（植付年）の10か年平均
          「よつぼし」　：令和元年～令和７年（植付年）の７か年平均


